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講師を務めた髙橋由
ゆ

紀
き

子
こ

さんと大槻多
た

恵
え

子
こ

さんは「市環境教育
リーダーとして自然の良さを伝えていきたい」と語りました。

　「環境出前講座」は11月９日、平筒沼いこいの森で開
かれ、西郷小学校の１年生６人が市内の豊かな自然環
境について学びました。
　環境出前講座は、生物多様性や地球温暖化防止、水や
緑の保全・再生などの環境問題について、市民の理解を
深めることが目的。赤や黄色に色づいた草木や昆虫を
観察したり、鳥の鳴き声に耳を傾けたりしたほか、植物
の匂いなど五感を使って自然と親しみ、森の大切さを
学びました。児童たちは「森に入ると、知らない葉っぱ
や昆虫をいっぱい見つけることができて楽しかった」
と目を輝かせていました。

　市内および近郊の小学４年から中学３年までの児
童・生徒で編成された登米ジュニア吹奏楽団（只野正

まさ

昭
あ き

団長）の「独自演奏会」は11月８日、登米祝祭劇場で開か
れ、団員23人が日頃の練習の成果を披露しました。
　令和２年３月に「第１回定期演奏会」を予定していま
したが、新型コロナウイルス感染拡大により中止。代替
コンサートとして独自演奏会を企画しました。千田奏

かな

翔
と

さん（15）＝迫町中江＝は「私たち中学３年生にとっ
ては、今回の演奏会が今年度最初で最後のコンサート
でした。家族のみんなに最高の演奏を届けられたと思
います」と満足そうな表情を浮かべていました。

演奏会は無観客開催。「紅蓮華」や「『いきものがかり』メガヒッ
ツ」など全４曲を会場にいっぱいに響かせました。

　「市民参加の新たな森林づくり植樹祭」は11月６日、
東和町米川地内の米川生産森林組合所有林で開かれ、
米川小学校の児童71人が参加しました。
　植樹祭は、大切な森林を次世代に残すため、平成18
年度から毎年開催。今年は新型コロナウイルス感染症
対策のため、規模を縮小しての実施となりました。児童
らはヤマザクラなどの苗600本の植樹とドングリの種
千個をまきました。佐藤諒

りょう

君は「土の中には木の根っ
こがたくさんあって掘るのが大変でした。今日みんな
で植えたヤマザクラやドングリがもっともっと成長し
て、大きな木になってほしい」と期待を込めました。

児童らは、米川生産森林組合の職員から植樹の方法を聞いた後、
渡された苗を一本一本丁寧に植樹しました。

住民ニーズの把握やコロナ禍での事業実施の工夫など、日頃の
取り組みについて活発に意見を交換していました。

高橋教育長（左）と塩原税務署長。2008年の佐沼税務署長表彰、
14年の仙台国税局長表彰に続く受賞になりました。

　「租税教育推進校等表彰制度国税庁長官表彰に係る
感謝状授与式」は11月17日、市役所中田庁舎で行われ、
塩原朗

あきら

佐沼税務署長から市教育委員会を代表して高
橋富

とみ

男
お

教育長に感謝状が授与されました。
　同制度は、租税教育の模範となる活動や功績があっ
た団体を表彰するもの。市内の小中学校で開催してい
る租税教室や中学校での税に関する作文などの継続的
な取り組みが評価されて今回の受賞となりました。高
橋教育長は「市に関わる教育関係者が長年取り組んで
きた成果が評価されました。今後も租税教育に力を入
れ、取り組んでいきたい」と決意を新たにしました。

　「NHK連続テレビ小説『おかえりモネ』番組タイトル・
ロゴの商用利用に関する説明会」は11月26日、迫公民館
で開かれ、企業や団体から約100人が参加しました。
　本市を舞台の一つに2021年春からの放送を予定して
いる「おかえりモネ」。同説明会では、NHKエンタープ
ライズの担当者から、番組のタイトル・ロゴの使用例や
申請から販売までの流れ、使用期間、注意事項などが説
明されました。参加者からは、「立て看板やのぼりへの
掲載は可能か」「物産フェアなどでロゴを使用する際の
手続きは」など、商品PRに関する質問が多く寄せられ
ていました。

女優の清原果
か

耶
や

さんが主演を務める「おかえりモネ」の放送開始
が近づくにつれ、地域も盛り上がりを見せています。

　「地域づくりミーティング兼移動市長室」は11月30日、
浅水ふれあいセンターで実施され、市内各コミュニテ
ィ組織から34人が参加しました。
　第１部の活動内容発表では、「多世代循環で取り組む
地域づくり」について、西野コミュニティ運営協議会か
ら世代間交流やボランティア育成の取り組みを紹介。
第２部は市長を交え、地域づくりに関する意見交換を
しました。豊里コミュニティ推進協議会の遠藤史

ふみ

絵
え

さ
ん（45）は「多世代が協力して事業を運営する手法を学
べました。地域の協力者を募るのは工夫がいりますが、
自分の地域でも生かしたい」と感想を話しました。


